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1．緒 口

　わが国に寿いて超高張力鋼溶接構造物の必要性をうたがしたものは十数伍来続けられている東

京大学の科学ロケット開発であった。　そしてその科学ロケットは今日では大きく生長し，1970

年2月ラムダ4S－5号機による初の国産衛星ttかかすみ”の打上げに成功し，さらに1任後の

1970狂2，月にはミユー4S－2号機によって，より大形の実験衛星“たんせい”を，また同

狂9月には同3号によって科学衛星1号職しんせい”を軌道に乗せるところまで生長した。

　一方宇宙開発事業団にかいても大き友計画がたてられて蔚り，王力は液体ロケットにかかれて

いるが，人工衛星打上げ用ロケットに使用するガス・ジェット制御技術を含む誘導制御技術等の

開発を目的とする2段式固体ロケット」O　R型の打上げに成功して寿り，将来のより大き左飛躍

にそ左えている。

　これら固体ロケットの燃料室，燃焼室，機体構造を兼ねるモーターケースは超高張力鋼を溶接

して製作されるのが普通であり，超高張力鋼に関して地味た研究を続けているものにとって，わ

が国の宇宙開発のは友ぱ左しい成功と発展は大巻友喜びである。

　UH季員会は超高張力鋼の破壊じん性友らびに溶接性に関して小規模友がら長期にわたる研究

を続けているが，昭和40狂度より以下に示すよう友国産超高張力鋼について研究を実施した、

記号

1　U

2　U

3　U

2．1U

2．2U

4　u

5　U

6　U

7　U

昭和狂度

　40

　40

　40

　41

　41

42・43

42・43

42・43

　44

　これらのうち昭和40狂慶分

刷公表されて涛り，

（1）

　　鋼　　　　　　　種

18Ni－　900－　51NiO

　4Ni－120r－12｛⊃o－5Mo

300M低合金マルテンサイト鋼

18Ni－　900－　5］Mo

　4Ni－12Cr－12eo－5八｛0

　9Ni－　4eo－0，250

17－7PH

I　N処理低合金H　T140

　8Ni－　6r「lr－　9（⊃o－6へio

　　　　　（2）
41狂…慶分　，わよび42・ 43舵度分

（3）

板厚襯

　6

　5

　6

　5

　2．2

　2．2

　3．5

　2．2

　3．5

　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　本報告書は昭和44狂度分を取りまとめたものである。

　今回は板厚3．5徽8Ni－6er－900－6Mo鋼7Uにっいて研究した。3、5卿という板厚を採

用したのは製造の都合もあるが，すでに5～6襯のものは4鋼種，22駆解が3鋼種研究されてか

り，3．5照はこれまでに1種だけの結果しか出ていたい点も考慮した。

　超高張力鋼の応用は固体ロケットにかぎられず，航空機，原子力，海洋左ど高度の性能を要求

される分野にも拡大しっっあることを考え，ロケットには必ずしも必要では左い疲労や遅れ割れ

左どにっいても研究を実施した。

　友か近い将来，UH季員会の結果友らびに他の関連研究をまとめて超高張力鋼に対する許容基

準を設定したいと考えている。

はすでに報告書が印

（1）　日本溶接協会鉄鋼部会技術委員会U　H委員会tt150－200Kg／龍解級超高張力鋼の溶接ならびに破壊鞍性に関する研

　究”（1967．7．27）
（2）上記委員会tt国産超高張力鋼および溶接部の基準設定に関する研究”（1969，5．51）

（3）同上　　（その2）　　　　　（1970．5．31）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一



本研究を実施した委負会の構成メンバーはつぎのと蔚りである。
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